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● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】 
第 １ 問 

 
コドン表（省略） 

 

 

 

 

 ２０２６年度共通テスト あと４５日で押さえるポイント 生物基礎 
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【 ポイント 】  

正解： 問５ ⑤   問６   ６    ③    ７    ②   

第１問 問５・問６は遺伝子の翻訳に関する知識・考察問題で、図１に示されたマウス P～R の mRNA の塩基配列か

ら、それぞれ合成されるタンパク質をコドン表を用いて解析するものです。問５は合成されるアミノ酸数を問う問題で、

正答率は非常に低く、下位層では２割にも達しませんでした。翻訳は開始コドンから始まって終止コドンで終わるので

すが、終止コドンはアミノ酸を指定していないので、合成されるアミノ酸数は終止コドンの前までのコドン数になります。

終止コドンまで数えてしまったと思われる誤答の⑥が非常に多くみられました。問６は ７ で上位層と下位層の正答率

の差が大きく開きました。開始コドンから塩基３個ずつ区切っていくと、マウス R の mRNA では塩基番号 106～108 の

コドンが終止コドン(UGA)になっており、マウス P の mRNA より前に終止コドンが現れます。そこを見落としてしまった

と思われる誤答の③が多くみられました。転写・翻訳の内容は新課程になって教科書での扱いが詳しくなり、注目され

ている分野です。問５・問６ができなかった受験生は教科書等を用いて翻訳の過程、およびそのしくみを正しく理解する

とともに、このタイプの類題をいくつか解いて演習を重ねておきましょう。 
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